
＜令和２年度 神事協 指導委員会・ブロック支部委員会・業務支援委員会 合同企画＞ 

 
 

「災害時相談員のための勉強会（４回シリーズ）」 

 ～第２回目勉強会～ 
 
日時：令和２年９月７日（月） 開会１４：００～１６：００（予定） 
会場：Zoom ウェビナー オンライン講習会 
主催：（一社）神奈川県建築士事務所協会 指導委員会・ブロック支部委員会・業務支援委員会 
 

次 第 
司 会 指導委員会 
     委員長 山口 雄 

開会挨拶 

（14：00～14：05） 

 

指導委員会 

委員長 山口 雄 

 

１．各論１「地震による被害」前半 

（14：05～14：50） 

 

講 師 ：指導委員会 

委 員 椋 茂廣 

 

休 憩  

（14：50～15：00） 
 

２．各論１「地震による被害」後半 

（15：00～15：45） 

 

講 師 ：指導委員会 

委 員 椋 茂廣 

 

閉会の挨拶 

（15：45～15：50） 

 

指導委員会 

委員長 山口 雄 

 

 

【ご案内】 

※本研修会は、ＣＰＤ２単位予定。 

※建築ＣＰＤ（継続職能／能力開発）情報提供制度について 

http://www.jaeic.jp/kenchikucpd.htm 

 

 



災害時相談員のための勉強会
【第２回】４回シリーズ

～各論１～
「地震による被害」

講師：神事協指導委員会 委員 椋 茂廣
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第１回目勉強会（総論３）
「災害に係る住家の被害認定基準運用指針の概要」

災害時の基準家屋調査は、罹災証明を発行するための唯一の基準として、
内閣府による「災害に係る住家の被害認定基準運用指針」に示されている。

地震災害被害の調査は、初期における「応急危険度判定」により、2次被
害を防止するために行われる。

次に、被災家屋を復旧するために、要否判断基準として、建防協による
「被災度判定基準および復旧技術指針」を用いて、実施される。

水害や風害で被災された家屋についての復旧基準は示されていないが、上
記の基準を準用する方法も考えられるが、災害の種別に関係なく、家屋の
復旧の判定、復旧費用の概算を目的とした詳細な調査が必要であると思い、
まとめたので、本勉強会を開催することになった次第である。

本講義で示す詳細な調査方法は、「応急危険度判定」「被災認定基準」
「被災度区分」「瑕疵担保基準」の比較において、記述している。

2



災害時相談員のための勉強会（４回シリーズ）
各論１「地震による被害」

・本プログラムは、テキスト「災害時の家屋調査」に基づき講義します。

順 内 容
１ 第１次調査に基づく判定

２ 第２次調査に基づく判定

３ 応急危険度判定の損傷状況

４ 被災度区分判定による調査
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各論１ 「地震による被害」
はじめに4



各論１ 「地震による被害」
はじめに5



被害認定フロー
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被害認定フロー
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１．第１次調査に基づく判定
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１．第１次調査に基づく判定
（１）外観による判定9



（２）傾斜による判定
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（２）傾斜による判定
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（３）部位による判定
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（３）部位による判定
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１－１ 屋根
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2902





１－１ 屋根
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１－２ 壁（外壁）
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１－２ 壁（外壁）
17 （図）損傷外壁面積の算定





１－３ 基礎
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0.3mm





１－３ 基礎
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１－３ 基礎
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１－３ 基礎
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２．第２次調査に基づく判定
（１）外観による判定22





２．第２次調査に基づく判定
（１）外観による判定

（２）傾斜による判定・・・第１次調査と同じ
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（３）部位による判定
24



（３）部位による判定
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（３）部位による判定
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２－１ 屋根
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２－１ 屋根
（３）損傷の判定28







２－２ 柱（又は耐力壁）
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２－２ 柱（又は耐力壁）
ア．柱の損傷により判定する場合30





２－２ 柱（又は耐力壁）
ア．柱の損傷により判定する場合32



２－２ 柱（又は耐力壁）
ア．柱の損傷により判定する場合33



２－２ 柱（又は耐力壁）
イ．耐力壁の損傷により判定する場合34



２－２ 柱（又は耐力壁）
イ．耐力壁の損傷により判定する場合35



２－２ 柱（又は耐力壁）
イ．耐力壁の損傷により判定する場合36



２－３ 床（階段を含む）
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２－３ 床（階段を含む）
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２－４ 外壁
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２－４ 外壁
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２－５ 内壁
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２－５ 内壁
42





２－６ 天井
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２－７ 建具
44







２－８ 基礎
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２－８ 基礎
46





２－８ 基礎
47
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２－９ 設備
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３．応急危険度判定の損傷状況
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３．応急危険度判定の損傷状況
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４．被災度区分判定基準による調査
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被災度区分判定のフロー
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４－１ 損傷率調査

４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
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４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
54



４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
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４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
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４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
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４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
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４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
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４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
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４－２ 各部位の損傷率算定式、主な有害損傷
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４－３ 被災状況調査
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４－３ 被災状況調査
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４－３ 被災状況調査
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４－３ 被災状況調査
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４－３ 被災状況調査
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４－３ 被災状況調査
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４－３ 被災状況調査
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４－４ 最大層間変形角推定のための調査

４－５ 被災度区分の判定
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４－６ 被災度区分による補修・補強の要否の判定
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４－７ 耐震性能残存率Ｒの推定
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４－７ー１ 最大層間変形角 の推定
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４－７－２ 建築物の分類

４－８ 被災度と継続使用
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各論１ 「地震による被害」

ご清聴ありがとうございました。

次回は、各論２「水害被害」
各論３「風害被害」
各論４「液状化等の地盤被害」
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災害時相談員のための勉強会 今後の日程
勉強会 配信日時 備考
第１回 配信済み YouTubeアップ予定
第２回 9月7日（月）14：00～ ・オンライン配信

9月15日（火）17：00～
9月17日（木）10：00～

・ビデオ配信

第３回 9月28日（月）14：00～ ・オンライン配信
10月6日（火）17：00～
10月8日（火）10：00～

・ビデオ配信

第４回 10月22日（木）14：00～ ・オンライン配信
10月27日（火）17：00～
10月30日（金）10：00～

・ビデオ配信
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